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１．はじめに  

 平成23年3月に中央交通安全対策会議において決定された第9次交通安全基本計画では，平成27年までに，

交通事故による 24 時間死者数を 3,000 人以下，死傷者数を 70 万人以下とすることが目標とされている．交通

事故の死傷者数は近年減少傾向にあるが，警察庁の統計データによると，平成 25 年の交通事故による死亡者

数は 4,373 人，死傷者数は約 79 万人であり，絶対数としては依然として高い状態で推移している．このうち

市町村道は，死亡事故の約 31％，死傷事故は約 44％を占めており，交通安全基本計画の目標達成には市町村

道の事故削減が必須であると考えられる． 

本研究では，交通安全基本計画の目標値を達成するには，市町村道の効率的な交通安全対策が必要であると

考え，過去の死傷事故データより，事故が発生しやすい場所や時間，事故に遭いやすい年代を抽出し，その事

故パターンの分析を行った． 

２．死傷事故発生状況の分析方法 

 分析の対象とする生活道路は，車道幅員が 13.0m 未満の道路とした．これは、市町村道のうち約 99.5％が

対象となる．また、交通弱者を守る観点から，生活道路における人対車両の事故に着目して，行動類型，時間

帯，年代の観点から事故発生状況の分析を行った．分析には，ITARDA の平成 20 年～24 年のデータを使用した． 

３．分析結果 

（１）生活道路における時間帯別死傷事故件数と行動類型 

 人対車両事故が多く発生する事故内容の特徴を把握することにより，効果的に事故対策を行うことができる

と考え，時間帯別死傷事故件数と行動類型の分析を行った． 

図-1 に時間帯別の死傷事故件数・死亡事故件数を示す．これらの結果，死傷事故は歩行者の活動が多い 6

時～21 時台の時間帯で多く，死亡事故については，16 時～19 時台が他の時間帯に比べ多くなっていた．16

時～19 時台の事故要因が判明すれば，効率的な死亡事故の削減の可能性があると考えられる． 

図-2 に 16 時～19 時台の死傷事故について，第 1当の行動類型別に整理を行った．その結果，車道部の直進，

交差点内の直進，右折で全体の 67％を占めていることが判明した．また，図-3 に前述の 3 つの行動類型の場

合の第 2当の行動類型を分析した結果を示す．その結果，第 2当の行動類型は道路横断中が多かった． 
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（２）生活道路における年代別死傷事故件数 

図-4，図-5 に人対車両事故の人口あたりの事故件数を示す．この結果より，小学生が死傷事故に遭う確率

が高く，65 歳以上は事故が発生した場合に死亡事故となる確率が高くなっていることが判明した．また，小

学生以下と 60 歳以上の年代は，死傷事故が減少傾向にあるが，それ以外の年代はほぼ横這いである．図-6 か

ら，危険認知速度が 30km/h を超えたあたりから死亡事故率が急に高くなっている．このことから，死傷事故・

死亡事故削減における，小学生及び高齢者の交通安全対策及び生活道路の速度抑制の必要性が改めて示された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 本研究で判明した、生活道路における行動類型，時間帯，年代別の事故発生状況の分析結果を表-1 に示す． 

 

分析内容 事故発生状況の分析結果 

生活道路における時

間帯別の事故件数及

び事故率 

・死傷事故は，6時～21 時台で全事故の約 90％が発生しており，その中でも 16 時～19 時台の発生割合が高く，全体

の約 29％を占めている（図-1）． 

・死亡事故は，16 時～19 時台が全体の約 37％と他の時間帯より高くなっている．他の時間帯については，同程度の

発生件数をなっている（図-1）． 

・第 1当の行動類型を見ると，車道部の直線単路，無信号交差点の交差点内，右折の交差点内において事故の発生件

数が多くなっている（図-2）．また，第 2 当の行動類型は横断中が多い（図-3）． 

生活道路における人

対車両事故の年代別

死傷事故件数 

・人口あたりの死傷事故率は小学生が最も高く，死亡事故率は 65 歳以上が最も高くなっている（図-4，図-5）． 

・小学生以下と 60 歳以上の年代は，死傷事故が減少傾向であるが，それ以外の年代は，ほぼ横這いである（図-4）．

・死亡事故率は，危険認知速度が 30km/h を超えたあたりから急に高くなっている（図-6）． 

５．おわりに 

 本稿は，生活道路における効率的な事故対策を行うための基礎資料として事故発生状況の分析を行ったもの

である．本研究の分析結果は，全国の生活道路のデータを整理したものであるため，今後は地方部や都市部な

ど地域に応じた事故発生状況の分析を行い，交通安全対策に活用できる資料の作成を行う考えである． 
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図-3 第 1 当の行動類型が直進・右折の場合における第 2当の行動類型別事故件数（16 時～19 時台） 

図-4 人口 1 人あたりの年代別死傷事故率 

図-5 人口千人あたりの年代別死亡事故率 図-6 危険認知速度別の年代別死亡事故率 

表-1 生活道路の事故発生状況の分析結果 

608 471

1589

317 349
38

316 153

5415

977

7473

2975

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対背面通行中

横断歩道横断中

その他横断中

その他

交差点付近 カーブ単路 直線単路

（件） 第１当が直進の場合（⾞道部）

18

767

210 54
312

2348

4170

1229

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対背面通行中

横断歩道横断中

その他横断中

その他

信号交差点

（件） 第１当が直進の場合（交差点内）

無信号交差点

37

4987

304
81

490

2165

3167

895

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対
背
面
通
行
中

横
断
歩
道
横
断
中

そ
の
他
横
断
中

そ
の
他

対背面通行中

横断歩道横断中

その他横断中

その他

信号交差点

（件） 第１当が右折の場合（交差点内）

無信号交差点

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-104-

 

Ⅳ-052

 


